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大項目 １ 地図や地理情報システムで捉える現代世界 

中項目 1-2 地図と地理情報システム 

小項目 1-2-2 地理情報システム（GIS）で地図化と地理的分析(空間分析)を学ぶ 

細項目 

(発問) 

1-2-2-９ 

GISの定義 

GISとはなにか。生徒にＧＩＳをどう指導すればいいか。 
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GIS GISの定義  地理情報システム 地理情報社会 地理情報サービス 地理情報科学 

アクテイブラーニング 地理空間情報活用推進基本法 地理空間情報活用基本計画 GPS 

１．GISの定義をアクテイブラーニングで生徒に理解させよう 

（ここでは、GISソフトやWebGISを使用しにくい環境の下で、誰でもが簡単にWeb上で使用できる地理院

地図(WebMap)J-Statなどを活用していかに指導するか。GISは難しいと考えている先生方向けの内容にしてお

ります）。 
 「地理総合」の第1章でＧＩＳについて学ぶことになりますが、どのようにして生徒にＧＩＳを理解させたら

よいのか。どのようにしてＧＩＳを操作できるように指導するのか。先生方は、その指導内容に不安を感じてお

られるのではないでしようか。ここでは、ＧＩＳの定義から 4つの意味を生徒にどう指導したらよいかを考え、

アクテイブラーニング形式でＧＩＳが理解できる学習方法を提案してみます。。 
ＧＩＳのSには、4つの意味があることを指導しよう。。 
 ＧＩＳは、Geographic Information System(地理情報システム)、Geographic Information Society（地

理情報社会）、Geographic Information Science（地理情報科学） Geographic Information Service（地

理情報サービス）の4つの意味があり、総称してＧＩＳというのです。これは、ＧＩＳの発展の歴史に起因しま

す。従って地理情報システムのみを指導したのでは、ＧＩＳは正しく理解されません。 
 しかし、この4つのＧＩＳに共通しているのは、Geographic Information (地理情報)です。 
まず、地理情報の本質を生徒に理解させましよう。 
 
２．Geographic Information (地理情報)の本質を地理院地図を活用させて生徒に理解させる 
 図1は、地理院地図の初期画面です。この画面を自由に操作させて、生徒にどんな特徴があるかを考えさせ、

発表させてみる。 生徒は、何に一番関心を示すのか。その中で、なぜ、真ん中に十字マークがあるのか。左隅

にあるズームアップ・ダウンをして何を感じるのか。左下隅の→マークは、クリックしたりすると何が表示され

るのか等々です。一応いろいろと意見が出たら、先生が、次の質問をします。 
質問１ 真ん中の十字マークを動かさないようにしてズームアップさせると何がどのように変化しますか。 
質問２．真ん中の十字マークの中心位置の経緯度(10 進経緯度)をメモし、ズームレベルを 18 まで変化(図２)さ
せてみたとき、何かわかりましたか。ズームレベルを０にしたらどうなりましたか。 
質問１の答え ズームレベル(縮尺：スケールではないので、注意)を 18 まで上げていくとその場所の見え方が

より詳しくなります。ズームレベルを０までさげると平面な地球が並んでいます。そうです。ズームレベルを変

化させると空間的な見え方が変化するのです。 
問 2 の答え ズームレベル０では、投影法がWeb メルカトル図法であることもわかります。これは、地理院地

図がWebMap であり、地球を球体とみなし正方形の平面に投影して地図タイルが作成されているからです。(地
図タイルについては、教材素材1-2-1-1 参照) 本来なら、宇宙ロケットに乗って地球上空まで行くと地球は、

丸い（回転楕円体）ことが分かりますが、現在のWeb マップは、web メルカトル図法で地球を球体と考え、平

面に投影していますから、この問題は、Webマップの技術的な問題点として残っています。もともとこの地図タ

イルによる地図配信サービスは、GoogleMap が 2005 年に始めたのですが、当時は、GIS や地図投影法の専門

家からは、地球は回転楕円体であり、地図投影法としては問題が多いと指摘されていましたが、利用者数の多さ

と高速表示という利便性が優先されたのです。現在のWebマップは殆どがWebメルカトル図法を採用していま

す。その後のWebマップではこの方法をスタンダードとしてしまったという技術的な歴史があるのです。 
 
 
 
 
 
 
 

 

発問の意図と説明   
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図表のページ      

  

   図１ 地理院地図の初期画面にみられる十字マークに注目 

https://maps.gsi.go.jp/#5/36.104611/140.084556/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1 

 

 

  図２ 地理院地図の初期画面の十字は、国土地理院を示していた。(ズームレベル１８) 

     茨城県つくば市北郷（付近の住所。正確な所属を示すとは限らない。） 

36度 6分16.60秒 140度 5分 4.40秒 36.104611,140.084556ズーム:18 

UTMポイント:54SVE17609593 

標高:25.6m（データソース：DEM5A） 

https://maps.gsi.go.jp/#18/36.104611/140.084556/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1 
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https://maps.gsi.go.jp/#5/36.104611/140.084556/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#18/36.104611/140.084556/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
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文章のページ  

しかし、将来、技術の変化でまた、変わる日が来ると思います。2018年、GoogleMAPは、地球を球体とする

Globe Ｍode をデスクトップの GoogleMap で採用しましたが、スマホ版ではＷeb メルカトルのままです。赤

道より高緯度になるほど距離が実距離より大きくなるという歪は、狭い範囲ではあまり、気にならないのです。

また、地図上の距離を計算式で変換すれば、修正できるからです。しかし、地理院地図などの Webマップを使

用するときには、縮尺ではないズームレベルで拡大と縮小が表現されていること、紙地図での学習（地図上は

何センチであるから実際の距離はという問い）は、あまりおすすめできません。 

ここで、重要なことは、ズームレベルを１８まで上げていくと表示される電子地図が変更され、より詳細な

位置精度を有した電子地図にアプリケーションで切り替えている点です。これは、地理的見方・考え方で重要

な「空間スケールにより事象の見え方が変化する」ということを示しています。この＋の意味は、「位置」を示

しています。GISでは、位置が最も重要です。 そして空間的スケール（WebMapでは、縮尺ではなくズームレ

ベル）、GISソフトや WebGISでは空間的スケール(縮尺)でその見え方が変化します。 

地理的見方・考え方で最初に学習するのは、図３に示したように①それはどこにあるのか。(位置)②それは

どのような状態か(分布)ですが、GIS は、位置に着目し、空間的スケールを変化したときの見え方をスマホや

パソコンの画面で示しています。GIS にとって位置、あるいは位置情報は最も重要ですが、位置情報だけをコ

ンピュータに入力してもそれは経緯度等で示される点にすぎません。どこにあるかはわかるのですが、どのよ

うな状態かは、わからないのです。GISで位置情報(現在では、地理空間情報といいます)の次に必要なものは、

地図です。その地図も電子化された地図つまり、電子地図が必要なのです。従って GISを使用するときに、電

子地図がないと全く価値がないシステムになってしまいますし、GIS は動きません。GIS と電子地図が不可分

の関係であることも理解させましよう。 

②GISではどのように地図を電子化したのか。 

 印刷技術が進み、現在ではプリンターで瞬時に印刷ができますが、アナログ製版時代には、地図の印刷は、

道路、建物、河川などの版下を個別に作成し、1 枚の紙に道路を印刷したうえに建物を印刷するというように

地層のように何枚も重ねて印刷し、1枚の地図を作成していました。建物や道路、河川などは地図学の用語で、

地図要素(map feature)と言いますが、地図要素ごとに 1枚の地図を層(layer:レイヤー)に分け、すり重ねて

紙の地図が印刷されていたのです。GIS においてもこの地図を層(レイヤー)の重ね合わせとみる考え方が、採

り入れられ、GIS においてレイヤー構造という考え方が生まれます。(図４) また、道路や建物、河川などを

電子化するということは、地図を図形(幾何学)に分解して電子化することを意味します。点は、x,y 座標のみ

ですから最も電子化しやすいですから、道路や、建物を点に分解して、電子化することが試みられたわけです。

点は単点ですから 1つの点ですが位置情報を有しています。線は、 点のつながりです、点のつながりで、始

点と終点が同じであれば、輪ができます。輪(リング)は、2 次元では閉じた面(ポリゴン)になります。このよ

うにして、地図を道路や建物などの層(レイヤー)にわけ、点、線、面で電子化して初期の電子地図を作製しま

した。これがベクトル形式の電子地図です。元々、測量は、場所を点の位置で測り、点の位置(測点)をつなげ

ることによって長さや面積を表現します。つまり、ベクトル形式は、測量のデータから簡単に作成されるので

す。日本の地理情報の標準化委員会(iso/tc211)でFeatureをどのように訳すかということが審議され、「地物」

(ちぶつ)と翻訳されました。ＧＩＳでは、道路や建物や河川などはすべて地物と表現されます。GISでは、「地

物で構成される地球上の空間である地理空間」を電子地図として最初に表現したのです。GIS ではこれを一般

地物モデル(General Feature Model)と言います。(図５) 少し難しいですが、地理学研究のリアルな地理

空間を情報技術を使用してコンピュータ上に再現することを可能にしたのです。それゆえ、GIS では、まずは

2次元空間(2次元地図)、そして 3次元空間(3次元地図)、さらには時間次元を含む 4次元空間(時空間地図)の

デジタル化が現在、研究され、実用化段階に入っているのです。 

GIS を位置情報システムと言わない理由は、①それはどこにあるのかだけでなく、②それはどのような状態

であるのかという地理学や地理教育の本質にかかわる地図システムでもあるからです。また、地理空間を対象

にしていますから地理情報あるいは、地理空間情報ともいいます。重要なことは、GIS は、単なる地図化ツー

ルなのではなく、地理学、地理教育の本質を情報技術により情報システムとして技術的に発展させたものであ

ることを生徒が理解するように指導することが必要です。 
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図表のページ       

   

 

                

図４ GISのレイヤー構造            図５ iso/tc211の一般地物モデル 

国土交通省の国土情報/GISについてより引用 (碓井が iso/tc211の地物モデルを分かり易く図として作成) 

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk1_000041.html 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           図３ 地理的な見方・考え方と地理総合の内容 
   井田仁康(2019) 地理総合とは何か、学術の動向､24-11，pp.10-14. の表１ 引用 

DOI https://www.jstage.jst.go.jp/article/tits/24/11/24_11_10/_article/-char/ja/ 
 

 
 
 
 

 

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk1_000041.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/tits/24/11/24_11_10/_article/-char/ja/
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３，ＧＩＳにより地理的分析手法がコンピュータでできることを理解しよう。（空間分析システム） 

 地理教育では、ある事象に関する地図化の処理が非常に重要です。特定の主題に基づく地図を主題図と言い

ますが、身近な主題図では、生徒の居住地の分布、人口分布図、避難所の分布図などがあります。自分で作成

するとかなりの時間を要しますね。しかし、地理の学習では、地図化の処理は最も重要であり、地図化を通し

て様々な事象を分析します。避難所はどこにあるか。避難所の立地場所は、安全な地形の上にあるか。避難所

へ避難するとき、どちらの避難所が近くて安全かなど、避難所の分布図を通して地理的思考を育成します。地

理的分析手法で、まず、学ぶべきことは、特定の主題に関する分布図を書くことです。そして人口分布図と避

難所の分布図を重ね合わせながら避難所の数が十分か、安全かなども検討します。今までは、この分布図を手

作業で作成していました。この作業をコンピュータ操作でできるようにしたのが、GISです。 

 WebMapである地理院地図では、Arc-Onlineなどの WebGISとはことなり、この空間分析手法が殆どないこと

が欠点です。近い将来、WebMap に WebGIS の基礎的な空間分析機能が追加されると思いますが、現在では、空

間分析機能が殆どありません。本格的に空間分析手法を学ぶのであれば、パソコンに QGIS などの GIS 無料ソ

フトを入力するか MANDARAを活用したり、Arc-Onlineや ARCGIS、SIS、Pc-Mappingなどの GISソフトを使用

する必要があります。しかし、ドットマップ(点分布図)作成は、地理院地図や GoogleMAP などの WebMap でも

できます。 

 ここでは、地理院地図でできるドットマップ(点分布図)をとおして避難所の分布図を作成してみましよう。 

① 皆さんの市町村のオープンデータのサイトの災害情報のページから避難所の名称や住所をダウンロードし

てください。オープンデータとは、行政のデータを公開しているサイトです。詳しくは、日本学術会議の

提言「地理教育におけるオープンデータの利活用と地図力／GIS 技能の育成」(2014)参考 URL１(例、奈良

市の場合)を参考にしてください。データ形式は、EXCEL形式が望ましいです。(図６) 

② 市町村のオープンデータからダウンロードした避難所のデータを少し、成形します。デスクトップ型ＧＩ

Ｓや WebGIS ですと図 6の奈良市の避難所データのうち、excel形式でなく、shp形式（Shapeファイル）

をダウンロードするとそのまま使用できます。Shapeファイルとは、GISのデータフォーマットで、GISソ

フトARCGISのファイル形式で、どの GISソフトでも加工修正しなくてもそのまま読み込みます。奈良市の

データですと色別、電話番号以下すべての情報を属性データとしてＧＩＳに読み込めるからとても便利で

す。しかし、地理院地図は、WebMapですから入力形式に制約があり、EXCEL形式ではなく、CSV形式(カン

マ区切り形式)を直接読み込むため、データ形式を図 7のように修正してから EXCELで CSV形式に出力しな

ければなりません。この場合、注意すべきは、避難所の住所ですが、奈良市のデータでは奈良市が抜けて

いますので、すべての避難所の住所に奈良市を追記しなければなりません。そのためには、Excelの文字操

作関数(CONCAT)を使用して住所に奈良市を追加してください。ややこしい場合は、奈良市を住所表記の先

頭に逐一、追記していただいてもかまいません。 

 ここでは、アドレスマッチングというＧＩＳのジオコーディングを使用して地図上にドットマップを作

成しています。アドレスマッチングは、住所から経緯度などの直接位置参照情報を読み込み、その経緯度

を使用して地図上に点を作成する仕組みです。ＧＩＳの位置情報には直接位置参照情報と間接位置参照情

報があります。直接位置参照情報とは、数字で表現される位置情報です。経緯度や投影原点からの距離(平

面直角座標など)がありますが、一般的には、経緯度(60進数ではなく 10進経緯度)を使用します。間接位

置参照情報とは、住所(文字)や郵便番号(コード)などで表記された位置参照情報です、ＧＩＳでは、すべ

て直接位置参照情報で地図上にその位置がプロットされますので、住所には、経緯度つき住所データ(ジオ

コーディングデータ)というデータベースを背後に稼働させ、漢字や仮名で表記された住所の経緯度から地

図上にプロットします。この住所データが、日本の場合は、住所の最小単位（番地／号、地番・筆等の最

小単位）まで、国として整備されていないのです。地理院地図は、国土計画局が作成した街区レベル位置

参照情報を東京大学空間情報科学研究所がアドレスマッチング用に作成したアプリケーションを使用して

います。したがって、街区の代表点までで、家単位までの照合ができません。（つまり、奈良市〇〇町 3丁

目 5番地の５の場合、5番地までは照合できますが、5番地の５までは照合できないのです。しかし、民間

の地図会社例えばゼンリンの住宅地図や YAHOOMAPなどは、最小単位までのジオコーディングデータが整備

されていますから、YahooMAPのジオコーディングデータを活用したＭＡＮＤＡＲＡのアドレスマッチング 
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図表のページ  前ページで記載した文章に関する図表のみを記入ください。画像等の貼り付け     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ ダウンロードした奈良市指定緊急避難場所・指定避難所 赤枠の情報のみ必要→別のEXCELにコピーする 

 数式→文字列操作→関数ＣＯＮＣＡＴ）を使用し、D列にB列とC列を結合。その後、BとC列を削除する 

 図８ EXCELで避難所名と避難所の住所（奈良市紀寺町 785番地のように奈良市を追加する）のみのデータ 

  （excel形式でなくcsv形式に変換して保存、各市町村により、避難所のEXCEL表記形式は異なるので、注意） 

 

 

 

 

 

 

 

 
図６ 奈良市の避難所の excel ファイル https://www.city.nara.lg.jp/soshiki/2/10502.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

https://www.city.nara.lg.jp/soshiki/2/10502.html
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機能を使用すると地理院地図上に住所の最小単位、家レベルまでの照合ができます。(教材素材1-2-2-5)   

昨年2021年 9月、デジタル庁が発足し、この住所に関するデータの整備が急速に進んでいます。コロナ

禍の中でも住所をキーとした検索が不十分でありました。2025年を目途に住所のデータがベースレジスト

リーとして整備され、国土地理院の電子国土基本図もベースレジストリーとして指定されました。(参考

URL２) 近い将来、GIS の基本データ(ジオコーディングデータ)が国として番地・地番レベルまで整備さ

れることになり、電子国土基本図から作成される地理院地図は、より生活に不可欠なものになるでしよう。 

 

③ 避難所の住所のデータから、地理院地図で点分布図を作成し、災害の危険度を調べてみる。 

図９の左画面には、Excelで作成し、修正した避難所名と住所のデータの CSV形式のファイルがあります。。

CSV形式とは、コンマセパレーション形式で各データが、,で区切られたテキストデータです。EXCELでこ

の形式で保存できます。このファイルを地理院地図内にドロップすると瞬時に避難所の点分布が作成され

ます。(図 10) 図中の赤い丸が避難所の位置です。しかし、街区レベルまでのマッチングですから少し、

ずれている個所もあります。 

 

④ 先ほど作成した避難所マップと活断層図を重ねて表示させると活断層の直上や近辺に避難所がいくつか

あることが分かります。奈良市の避難所は、殆どが学校や大学です。避難所を選定するときに、活断層の

位置は、あまり考慮されていなかったことが分かります。WebGISであると活断層から一定の距離内にある

避難所をバッファリングという空間分析手法で瞬時に抽出し、その数もカウントしてくれます。また、人

口分布図を追加すると避難所から徒歩 15 分以内に居住する住民数も計算できます。残念ながら、WebMAP

には、空間分析機能は殆どありません。 

 

以上のように、地理的考え方では、まず、特定の事象の分布図をつくり、他の分布図と重ね合わせながらその

関係性を分析することが一般的です。地図化することにより様々な事象の地図を重ね合わせてその関係性から

様々なことを考察するのです。ＧＩＳでは、地図化を通して分析する地理的分析手法を今までの手描き地図か

らコンピュータで分布図を作成し、その分布図の重なり具合から人間が頭で考察していたこれらの地理的分析

プロセスをすべてコンピュータ上で処理できるようにしています。これをＧＩＳではオーバーレイ解析と言い

ます。 オーバーレイ解析に関しては、esriジャパンの GIS基礎説明で詳しく説明されています。(図１１) 

例えば、土地利用図と傾斜区分図を重ね合わせて、土地利用と傾斜の関係を調べるとき、今までは、分布図を

目で見ながらその関係を空間的、直感的に見つけていました。GISを活用すると、土地利用図(属性は水田、畑、

桑畑、荒れ地など)、傾斜区分図(属性は傾斜度)を重ねわせ、オーバーレイのユニオンという空間分析手法を活

用すると土地利用と傾斜という 2つの分布図のそれぞれの属性を加算してあらゆる重なり状態を視覚化し、そ

の重なり状態から形状+属性という形で新しいデータを作成してくれるのです。つまり、オーバーレイ(重ね合

わせ)は、2つの図形(分布図)を重なり状態で分割し、例えば、2つの丸い円が重なると 3つの図形に分割され

ます。その時、それぞれの元の属性を新しい真ん中の図形に付加させることができます。真ん中の図形の面積

は、常に計算されています。ですからオーバーレイのユニオンの処理が終了すると土地利用と傾斜区分図の関

係が表形式で作成されるのです。GIS の空間分析機能は、数多くあります。それらは、今までの地理的分析で

手作業による地図化と頭で考察していた分析手法をコンピュータで自動計算させ、具体的な新しいデータとし

て作成し数量的に処理できるようにしているのです。つまり、GISとは、従来の地理的分析手法をコンピュー

タを活用した処理として実現化させ、さらに詳しいデータを作成可能にさせている地理的分析手法の IT 化と

言えるわけです。情報化時代、GISを使いこなせることは、重要なことなのです。 

 

 

 

 

 

 

 



 8 / 12 
 

 
 

 

図表のページ   

 

奈良市の避難所住所.CSV ファイルを地理院地図へドロップすると右図が完成 

 ➡ 避難所マップが作成される 

  図９奈良市避難所住所.CSVファイルを地理院地図へドロップ 

 図１０ 奈良市の避難所マップに活断層図(都市圏の活断層図)を重ねて表示すると断層の上や断層の近く

に避難所が存在することが分かる。 

 

 

 

 図１１ esriジャパンのGIS基礎解説

https://www.esrij.com/gis-

guide/spatial/spatial-overlay/  より引

用 

  より引用 

 

このサイトには、空間分析の説明が分かり易く

掲載されています。 

 

 

 

https://www.esrij.com/gis-guide/spatial/spatial-overlay/
https://www.esrij.com/gis-guide/spatial/spatial-overlay/
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文章のページ 

４．GISの Sが Societyであり、地理情報社会(地理空間情報社会)を意味すること、また、そのための多様な

地理情報サービス・地理空間情報サービス(Sが Service)があることを理解しよう。 

  

ここでは、生徒に、2022年 3月 18日に内閣府から公表された「第 4次地理空間情報活用推進基本計画」（参

考 URL３）をダウンロードさせ、宿題として読ませてどのようなことが書かれていたか、グループ討論をさせ

てみましよう。 内容的に難しい面もありますが、現実的な地理空間情報社会の技術的課題が記載されていま

すから現代の社会において地理空間情報がいかに重要なものであるかも理解することにもなります。また、第

4次基本計画の p8.には、地理総合のことが「また、令和４年度から高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）

の必履修科目となる「地理総合」において、「地図や地理情報システムなどを用いて、調査や諸資料から地理に

関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする」とされたことも踏まえ、引

き続き、地理空間情報やＧＩＳに関する知識の普及の取組として、教育支援コンテンツの充実等、地理に関す

る教育や防災分野における地理空間情報の活用を担う関係者への支援を行う。」と明記されています。 

 地理情報は、地理空間情報とも言いますから地理情報社会と地理空間情報社会は同義です。アクテイブラー

ニングとして生徒に意見を述べさせるときには、第 4次基本計画の要約版スライド(参考 URL４)(図１１)を参

考に地理空間情報社会がどのような社会であり、これからの 5年間に日本社会が、どのように変化するのか、

身近な視点から地理空間情報社会を生徒なりに理解できるように討論をすすめましよう。 

 生徒が、第 4次基本計画全文を読むことは、かなり、難しいかもしれません。そのため、第 4次基本計画で

重点的に取り組むべき施策シンボルプロジェクト(参考 URL5)をベースに生徒に要約させることもいいかもし

れません。自動運転技術やスマート農林業の推進、建設業における i-Construction など現実に進みつつある

地理空間情報社会の全体像が見えてきます。脱炭素型社会への衛星探査技術とその利活用も地理空間情報技術

です。生徒が身近に関しているスマホの地図情報サービスをはじめ、コロナ感染マップの活用や人の動きを可

視化した人流データ解析や道路を歩いていると近所のお店を地図で紹介するサービスも歩行者の位置から

100m範囲のお店を検索する技術も、GISの空間分析を活用した地理空間情報サービスです。自動運転社会、ス

マートシティなど地理空間情報サービスに満ち溢れた現代に生きていることを再認識することもこれからの

IT社会を生きる生徒たちに必要です。地理空間情報がいかに多様であり、GISを学ぶことへの重要性を認識す

ることが重要なのです。 

生徒の討論を要約するときには、施策のポイントを以下の 4点に要約し、討論させるとわかりやすいと思い

ます。(参考 URL６) 

○自然災害・環境問題への対応 ：地理空間情報を高度に活用した「G 空間防災技術」の社会実装の推進 等 

○産業・経済の活性化 ：スマート農業の加速化、インフラ分野の DX 推進、衛星データの利活用の促進 等 

○豊かな暮らしの実現 ：３D 都市モデルや「空間 ID」の整備、ドローンや空モビリティの社会実装の推進  

○基盤整備・充実 ：準天頂衛星システム７機体制の確立、位置情報の共通基盤「国家座標」の推進 等 

  

国が 5年毎に基本計画を策定することは、2007年に制定された「地理空間情報活用推進基本法」で地理空間

情報社会を発展させ、人々の生活の質を高めるために決まりました。また、教材素材 1-2-3-1で紹介した基盤

地図情報が位置の基準としてこの法律に明示されたことも忘れてはなりません。この法律の制定・公開以降、

日本では地理情報を地理空間情報と呼称するようになりました。 

 

この基本計画には、地理空間情報の多様なサービスが記載されています。自動運転も地理空間情報サービス

の一例です。ドローンによる自動配達サービスなど地理空間情報サービスは、身の回りのあらゆるところにあ

りますから、この基本計画を読みながらどのような地理空間情報サービスがあるかまとめてみましよう。特に、

スマホに GPS機能が搭載され、WebMAPが無料で配信されると地理空間情報サービスは飛躍的に拡大しました。

その背景には、インターネット網の整備と Web技術があります。この種のサービスは、2005年に GoogleMAPや

や Google Earthが登場し、Webサービスが位置情報と融合して飛躍的に拡大しました。 

。 

 

 



 10 / 12 
 

 
 

図表のページ   

 

 

図１１ 第 4期地理空間情報基本計画骨子より引用 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/sokuitiri/20210618/siryou1.pdf 

 

 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/sokuitiri/20210618/siryou1.pdf
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文章のページ 

５．GISの sの意味が多様になるのはいつごろからかを学ぼう 

 

GIS の歴史は、コンピュータ技術の発展と深く関係しています。 1950 年代から 1960 年代のＧＩＳ研究で

は、コンピュータマッピングの研究、様々な自動地図化ソフトが研究開発されていました。米国地理学会では

計量地理学が盛んで、その中心は、ワシントン学派と呼ばれ、計量地理学研究者達とトブラー（Tobler,W.R.）

の自動地図学の研究（1959年）と地図投影変換の研究（1962年）、バンジ（Bunge,w.）のメタ地図学の提唱（1959

年）が融合して GIS研究につながったといわれています。1950年代末から 1960年代初期のＧＩＳ研究の萌芽

期には、ワシントン学派に加え、ノースウエスタン大学の建築学・都市計画学者フィッシャー（Fisher,H.T．）

の与えた影響は、ＧＩＳ研究にとって大きく、GIS の開発や研究には、建築系都市計画研究者と地理学研究者

がともに影響を与えていると考えられます。これは、日本においても現在、同様の傾向が見られます。 

米国においては、1963 年に都市地域情報システム学会（Urban and Regional Information Systems 

Association ＵＲＩＳＡと訳す）が設立され、また、1968 年には、国際地理学連合（ＩＧＵ）の中に、地理

データ収集・処理研究委員会（Commission on Geographical Data  Sensing and Processing、ＣＧＤＳＰと

略す）が設立されました。そして、フィッシャーが母校のハーバード大学に 1965 年に設立したコンピュータ

グラフィックス空間分析研究所（Harvard Laboratory for Computer Graphics and Spatial Analysis）では、

1980 年代に世界で最初に地理情報システムとして商用サービスを始めたＧＩＳのソフト(Arcinfo)の母体とな

ったODEYSSEYというシステムが開発されていました。しかし、1950年代から 1960年代にかけては、GISとい

う呼称はなく、GISを「Geographic Information System」 と命名したのは、1962年にカナダの森林管理シ

ステム（Canada Geographic Information  System、CGISと略す）を開発したトムリンソン（Tomlinson,R.L.）

で,「GISの父」などと言われています。このシステムは、カナダ土地調査（ＣＬＩ）で収集されたデータ解析

と農村地域開発計画策定のために利用されたシステムで、システム開発のコンセプトは、解析（地図化、オー

バーレイ、面積測定など）の空間分析が可能なシステムであったのです。 

GIS とコンピュータマッピング(ＣＧ)の違いは、空間分析ができるかどうかであるといわれます。現在でも

WebMapとWebGISの違いは、この空間分析機能をどれだけ有しているかにありますが、電子地図を作成・表示・

活用するという点では、類似しているのです。 

1990 年代初頭、地理学者であるマギー（D.J.Maguire）は、GIS を「空間データと空間データの収集・入力

法、ハードウェアーとソフトウェアー、地表空間の空間解析法まで含むコンピュータシステムと捉え、リモー

トセンシング、ＣＡＤ、データベース、コンピュータマッピング等の接点に存在する統合的な空間的事象やデ

ータに関する情報システム」であると定義しています。1970 年代、1980 年代は、ＧＩＳが地方自治体の行政

サービスの効率化に導入され、世界中で発展しました。1950 年代から 1990 年代初頭までは、GIS というと地

理情報システムを意味していたのでした。 

GISが多様な意味を有するようになるのは、1990年代からです。GISystemの時代から 1990年代初頭に、イ

ンターネットが発展し、その社会基盤データとして電子地図が注目された頃からです。1980年代に中央政府や

地方自治体に導入された自治体GISの各部署別のGIS導入により地図データの重複とその作成費用が膨大にな

り、その重複投資を抑えようとする傾向が出てきます。それが、インフラとして作成された共通の地図つまり、

国土空間データ基盤という考え方に変化していきました。1990年初頭、米国クリントン政権の時に、国土空間

データ基盤（National Spatial Data Infrastructure：NSDI と略す）政策(1992)が実施され、インフラデ

ータとしての電子地図の整備が始まります。1994年、大統領令 12906号を公布し、情報技術により米国の政治

のあり方を新規に再構築するための情報基盤としてNSDIを官民パートナーシップで整備しようとしたのです。

NSDI整備は、GIS（Geographic Information System 地理情報システム）を利用して国民サービスの向上を

図ろうとする電子政府政策でもありました。この政策は、全世界に広まり、NSDIの整備が国家的なインフラ事

業に発展したのです。そしてこのころから GIS の s が「System」に追加されて「Society」と称されるように

もなりました。 また、1990年初頭の GIS論争(GISは科学かツールか？)があり、その後、地理情報科学が成

立しましたが、GISの sが Scienceを意味するようにもなったのです。 

米国では, 1992年のクリントン政権発足時に情報スーパーハイウェイ構想として有名な全米情報基盤：NII

（National Information Infrastructure：全米情報基盤）行動アジェンダがだされたが、さらに全米科学財

団の「国土空間データ基盤整備 National Spatial Information Infrastructure（NSDI）に向けて」という国
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家的戦略としての NSDIに関する勧告をうけ、クリントン政権は全米インターネット網の整備だけでなく,情報

基盤コンテンツとしての NSDI整備をIT政策の柱にしたのです。 

日本では、阪神大震災後に、GIS基盤整備が始まりました。この空間データ基盤(NSDI)に該当するのが、2007

年の地理空間情報活用推進基本法で明示された基盤地図情報なのです。この法律の制定以降に、国土地理院の

地図づくりは電子国土基本づくりに変化したのです。 

 

、 

参考 URL 2023年１月参照確認 

参考URL１「「地理教育におけるオープンデータの利活用と地図力／GIS技能の育成」(2014)日本学術会議提言 
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